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曹洞宗IL梨県青年会

創立四十周年記念事業

「

法
脈
会
」
参
加
お
申
し
込
み
方
法

一
、
日
時
令
和
５
年
Ⅱ
月
別
日
（
火
）
～
ｎ
月
鴎
日
宋
・
祝
）

・
三
日
間
、
日
帰
り
で
の
ご
参
加
に
な
り
ま
す
。

一
、
会
場
光
福
寺
（
甲
府
市
上
石
田
２
１
羽
１
８
）

一
、
戒
金
（
参
加
費
）
一
万
五
千
円

・
今
暑
需
代
、
お
布
施
す
べ
て
含
み
ま
す
。

一
、
募
集
人
数
別
名
（
先
着
順
）

一
、
申
込
期
間
今
和
４
年
ｎ
月
１
日
（
火
）

～
令
和
５
年
８
月
末
日
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
）

一
、
そ
の
他

○
原
則
と
し
て
３
日
間
全
日
程
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
ご
葹
里
の
方
の
み
、
５
時
半
か
ら
の
朝
の
坐
禅
、
お
経
、

朝
食
（
お
粥
）
よ
り
ご
参
加
頂
け
ま
す
。
申
込
害
の
備
考
欄
に

「
朝
の
坐
禅
か
ら
参
加
を
希
鑿
す
る
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

○
戒
金
（
参
加
費
）
は
当
日
現
金
に
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

左
記
要
項
を
よ
く
お
読
み
の
上
、
別
紙
参
加
申
込
書
を
郵
送
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
事
務
局
（
正
福
寺
）
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

つ

えほう みやく

脈
曹洞宗山梨県青年会

「仏桑子としての生き方を学ぶ 」
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戒
師

会
場

日
時

収
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脈
会
の
主
な
お
役
目

曹
洞
宗
山
梨
県
青
年
会
会
長
堀
内
正
学

法
脈
会
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
市
川
大
了

月曹
洞
宗
山
梨
県
責
牛
会
特
別
拳
業
法
脈
会
事
務
局

〒
４
０
７
１
０
０
３
７
山
梨
県
韮
崎
帝
大
草
町
若
尾
７
７
４
正
福
寺
内

お
問
い
合
わ
せ
連
絡
先０

９
０
１
７
８
２
４
１
６
６
６
１
（
市
川
大
了
）

【
戒
師
】
（
か
い
し
、
ご
戒
法
を
授
け
る
僧
）

甲
府
市
光
福
寺
住
職
三
村
契
一
老
師

【
教
授
師
】
（
き
ょ
う
じ
ゆ
し
、
ご
戒
法
を
授
か
る
錘
得
を
教
授
す
る
僧
）

大
月
市
長
應
寺
住
職
阿
部
信
顯
老
師

【
引
請
錘
（
い
ん
じ
よ
う
し
、
ご
戒
法
を
授
か
る
先
導
を
す
る
僧
）

甲
州
市
浦
泉
寺
住
職
橘
田
差
基
壽
老
師

【
直
壇
長
】
（
じ
き
だ
ん
ち
よ
う
、
ご
戒
法
を
授
か
る
方
々
を
ま
と
め
る
僧
）

韮
崎
市
宗
源
院
住
職
工
藤
公
仁
老
師
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